
厨
究
の
柔

掴
本
古
建
築
研
究
の
栞

（
第
三
十
二
回
）

天
　
　
沼

俊

一

　
　
　
第
三
十
四
　
　
窓
（
中
の
上
）

　
　
　
　
切
花
頭
窓

　
花
頭
窓
は
古
い
の
手
形
よ
く
、
新
し
く
な
る
に
連
れ
て

漸
く
拙
く
な
る
ご
い
ふ
こ
ビ
を
、
第
十
四
場
当
「
號
に
か

い
た
が
（
第
百
頁
下
段
）
、
墨
筆
以
下
三
回
に
渡
り
、
其
窓
に
就
き

て
大
膿
の
墾
遷
を
考
究
し
て
み
や
う
ご
思
ふ
Q

　
黒
頭
窓
ε
い
ふ
の
は
如
何
な
る
形
を
し
だ
も
の
か
ご
い

ふ
に
、
こ
れ
は
上
枢
が
直
線
帥
ち
楯
を
な
さ
す
し
て
、
恰

も
格
狡
間
の
上
部
の
や
う
な
曲
線
を
も
つ
て
み
る
も
の
を

い
ふ
の
で
あ
る
。
こ
い
っ
て
も
格
狡
間
を
知
ら
ね
ば
例
ら

　
　
　
第
十
四
巷
　
　
面
内
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
Ω
一
　
十
二
）

ぬ
か
ら
、
も
つ
ご
他
の
言
ひ
現
は
し
方
を
す
れ
ば
、
こ
れ

は
サ
ラ
セ
ン
建
築
の
窓
叉
は
撲
の
楼
な
も
の
ご
す
る
か
、

又
は
多
葉
撲
（
竃
三
指
。
浦
一
鉢
9
）
一
i
建
築
學
會
の
語
彙
編

纂
委
員
會
で
は
多
士
迫
持
ご
い
ふ
課
語
を
き
め
た
の
で
あ

る
が
、
私
案
こ
し
て
陰
葉
供
の
字
を
用
ひ
て
お
く
、
敢
て

諸
先
生
先
輩
各
位
に
た
て
を
つ
く
次
第
で
は
な
い
、
こ
の

方
が
簡
軍
だ
こ
思
ふ
か
ら
で
あ
る
一
型
の
も
の
す
る
よ

り
ほ
か
あ
る
ま
い
。
こ
れ
等
の
う
ち
、
ざ
れ
も
到
断
が
つ

か
な
け
れ
ば
圖
を
一
見
せ
ら
れ
度
い
、
然
ら
ば
文
句
な
し

に
慮
に
了
解
で
き
る
警
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
九
九
　
（
　
五
七
五
）



　
　
　
第
十
四
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
欝
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
蹉
十
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ザ
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ミ
な
ト
リ
ホ
ラ

　
『
建
築
字
彙
』
に
は
狡
間
火
燈
（
即
）
及
び
隅
切
洞
火
燈

（
乙
）
の
雪
濠
を
掲
げ
（
熱
海
芝
葺
略
％
）
ば
）

　
　
　
　
ク
ワ
ト
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ワ

　
か
ご
－
一
（
火
燈
）
　
架
燈
ト
モ
マ
タ
下
剃
燈
ト
モ
イ
フ
○
上

　
方
が
曲
線
形
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
イ
7
ソ
レ
ヨ
ソ
火
燈
窓
若
ハ

　
火
燈
ロ
ヲ
モ
略
羅
ス
甲
圖
ハ
其
一
例
ナ
リ
又
乙
圖
一
直

　
線
ヨ
フ
成
ル
窓
ニ
シ
タ
原
意
ヲ
逸
シ
タ
川
墾
形
ナ
レ
ド

　
モ
上
方
弓
形
二
近
キ
故
へ
火
燈
ノ
一
種
ナ
ン
ト
認
メ
グ

　
隅
切
洞
火
燈
ト
欝
ス
、
洞
火
燈
ハ
上
方
弓
形
若
一
箪
圓

　
形
ニ
シ
テ
木
ノ
縁
ナ
ク
壁
ノ
宮
廻
シ
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
ヂ

　
其
他
上
方
ノ
下
戸
ョ
リ
蕨
火
燈
、
富
士
火
燈
、
懸
締
花

糞
罐
赫
御
）
等
・
名
鑑
ソ
…
…
・

ご
あ
っ
て
、
夫
れ
か
ら
あ
ご
は
「
『
か
ご
一
』
ナ
ル
語
原
に

就
テ
数
説
ア
ソ
」
ε
し
て
、
其
説
を
紹
介
し
て
あ
る
。
『
和

漢
三
才
盲
管
』
に
は
尖
撲
の
如
き
圖
を
揚
げ
「
圭
器
」
ご
い

ふ
字
を
あ
て
、

　
閏
翫
日
直
中
門
小
者
日
閾
王
圓
下
方
如
圭
故
臼
前
門
禮

　
記
儒
古
注
云
圭
器
門
労
小
戸
岩
戸
爲
之
上
上
下
方
而
如

　
　
　
　
　
餓
謝
㎝
則
號
　
　
一
〇
〇
　

（
五
七
六
）

圭
故
名
隠
名
圭
嘉

按
俗
云
泥
燈
口
戸
是
乎
琵
難
論
漏
誌
上
藤
下
贋
以
納
燈

燭
以
全
形
故
名
之
二
三
道
之
園
理
説
小
戸
多
琵
燈
口
也

ご
い
ふ
説
明
を
し
た
家
に
、
窓
の
圖
に
連
子
窓
ご
花
野
窓

ビ
の
圖
を
掲
げ
て
み
る
ゆ

　
以
上
紹
介
し
た
襟
に
い
ろ
い
ろ
の
文
字
が
あ
っ
だ
う
、

ま
た
説
が
あ
っ
た
り
す
る
様
で
あ
る
が
、
私
は
李
素
か
ら

用
ひ
て
み
る
「
鳶
頭
」
な
る
字
を
こ
こ
で
も
用
ひ
て
お
く
こ

ε
に
し
だ
が
、
こ
れ
は
私
が
考
へ
だ
し
た
の
で
は
な
く
、

何
か
で
い
っ
か
み
て
、
一
番
適
當
だ
ご
思
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
頭
が
花
の
如
し
ご
い
ふ
ご
こ
ろ
で
、
こ
れ
に
き
め
た

の
で
あ
る
。

　
劔
で
こ
の
愚
な
形
の
窓
は
、
い
つ
頃
か
ら
日
本
に
あ
る

か
ご
い
ふ
ご
、
鎌
倉
時
代
か
ら
で
、
而
も
そ
れ
は
我
國
で

登
明
さ
れ
た
も
の
で
は
な
ぐ
、
唐
様
建
築
に
つ
い
て
支
那

か
ら
き
た
も
の
ら
し
い
。
或
は
天
竺
樵
建
築
に
も
あ
っ
た



か
も
知
れ
ぬ
が
、
こ
れ
は
勃
ら
な
い
。
唐
様
の
實
例
は
澤

山
あ
る
が
、
天
竺
様
の
は
其
様
式
の
建
築
が
少
な
い
か
ら

か
も
知
ら
ぬ
が
、
こ
の
種
の
窓
の
つ
い
た
の
は
な
い
。
幡

生
の
浮
土
寺
本
堂
の
側
面
に
つ
い
て
は
み
る
が
、
あ
れ
は

本
堂
其
物
が
既
に
鎌
倉
で
は
な
い
し
、
花
頭
も
亦
あ
ご
い

れ
で
問
題
に
は
な
ら
な
い
Q

　
現
に
こ
の
種
の
窓
は
支
那
で
は
い
く
ら
も
用
ひ
て
み
る

が
、
古
い
の
は
石
塔
の
一
部
に
つ
い
て
み
る
位
で
、
木
造

の
も
の
は
見
越
ら
書
様
で
あ
る
。
木
造
の
だ
こ
い
つ
も
よ

く
引
合
に
だ
す
『
大
宋
諸
山
圖
』
に
で
て
み
る
嘉
し
の
天

童
山
の
建
物
に
つ
い
て
み
る
の
が
古
い
も
の
ざ
思
は
れ
る

位
で
あ
る
。
総
…
に
残
っ
て
み
る
だ
け
で
あ
る
が
こ
れ
な
ざ

は
確
か
で
あ
ら
う
。

　
然
ら
ば
支
那
に
は
い
つ
頃
か
ら
あ
っ
だ
か
ざ
い
ふ
ミ
、
私

は
ま
だ
知
ら
な
い
。
併
し
こ
れ
も
亦
支
那
の
新
案
で
は
な

く
し
て
、
恐
ら
く
テ
ラ
セ
ン
建
築
が
本
家
で
あ
ら
う
ご
思

は
れ
る
。
回
激
が
入
れ
ば
其
建
築
様
式
も
亦
入
る
の
は
當

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
蕨
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
観
究
の
栞
（
三
十
一
じ

然
で
あ
ら
う
。
支
那
の
愈
愈
寺
で
は
い
ろ
い
ろ
の
方
法
で

モ
ス
ク
の
榛
式
を
摸
し
、
中
に
は
面
隠
（
℃
①
一
三
。
孟
く
①
）
の

鐘
乳
飾
　
（
ω
窮
鼠
。
簿
⑦
づ
δ
噌
目
く
Y
を
知
ら
双
た
め
に
、
声
調
を
三

角
形
に
積
み
だ
し
て
そ
こ
を
う
ま
く
お
さ
め
て
み
た
り
、

ア
ラ
ビ
ア
文
字
を
く
づ
し
た
や
う
な
狡
間
飾
を
花
頭
註
に

入
れ
た
り
し
て
み
る
手
際
を
み
る
ご
、
画
し
だ
っ
て
花
心

窓
を
成
る
べ
く
原
の
形
に
似
る
機
に
し
て
用
ひ
た
こ
い
ふ

こ
ε
は
想
像
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
石
の
建
築
を
同
じ
材
料
で
摸
す
る
な
ら
論
は
な
い
が
、

石
の
建
築
を
木
で
や
っ
た
ら
ざ
う
か
ご
い
ふ
ご
、
眞
を
傳

へ
る
こ
ご
の
で
き
澱
黙
が
で
き
て
く
る
の
は
勿
論
の
こ
ご

で
あ
る
。
花
冠
の
場
合
も
さ
う
で
、
木
造
建
築
に
癒
用
し

た
か
ら
、
「
茨
」
も
石
程
尖
ら
せ
る
こ
ご
は
で
き
す
、
く
り

込
み
も
さ
う
圓
孤
の
…
榛
に
小
さ
い
孚
穫
を
も
た
せ
る
こ
ご

も
で
き
す
、
総
て
が
自
然
潜
く
な
っ
て
了
つ
た
や
う
で
あ

る
。
今
日
支
那
で
は
新
し
い
建
築
の
窓
や
撲
等
を
飾
漆
喰

で
仕
上
る
場
合
に
、
こ
れ
等
の
「
茨
」
が
輩
に
痕
跡
の
様
に

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
一
〇
一
　
（
　
五
七
七
）
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第
十
四

研
究
の
栞

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
三
十
二
）

第
四
號

一
〇
三

A
五
七
九
）
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の
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築
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第
四
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入
一
）



サい @セゆ　　 コや

蜘：灘
WhL　　　tt

　　’
豫．一帯鰍∵． Y

第
十
四

研
究
の
栞

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
三
十
二
）

第
四
號

〇
六

A
五
八
二
）



第
十
四

研
究
の
栞

日
本
古
建
築
硯
究
の
栞
（
三
十
二
）

第
四
號

〇
七

A
五
入
前
）

難
関

　
軌
．
」
－

　
竃
　
　
冒
冨

罵
3

　
昌
．

　
訊

　
刷

貯
．
驕
鍵
曾
，
．

鑛
霧
難

働
藩

鰍
編

撃岡一

　Lノ

蘇鵡

蹴

翫．

囎．

梶’階

　導

　　t
　r’

｝身∵、

㌧購

LtL
ボゐs

嚢難

聰り
馬T

f

窪
・
餌
舳

鱗
．1，

t“c



第
十
四

研
究
の
．
栞

目
本
古
建
築
観
究
の
栞
（
三
十
二
）

第
四
號

○
八

A
五
八
四
）
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第
十
四
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
硯
究
の
栞
ハ
三
十
二
）

第
四
號
　
】
0
1
九
　
（
　
五
八
五
）



第
十
四
春
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
三
十
二
）

第
四
號
　
一
一
〇
　
（
　
五
八
六
）

，



第
十
四
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
三
十
二
）

第
四
號
　
一
＝
　
（
　
五
八
七
）
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十
四
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の
栞

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
三
十
二
）

第
四
號

“

一
二

A
五
八
八
）
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日
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＋
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一
＝
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（
　
五
八
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第
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四
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研
究
の
栞

日
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究
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號
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五
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第
十
四
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
三
十
二
）

第
四
號
　
一
一
五
　
（
　
五
九
一
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
碑
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
三
十
一
じ

な
っ
て
残
っ
て
み
る
の
を
み
て
も
、
飴
程
こ
の
形
が
す
き

ご
見
え
る
。
或
は
す
き
で
は
な
い
が
、
あ
ん
な
尖
っ
た
こ

こ
ろ
を
数
所
つ
け
ね
ば
な
ら
澱
ざ
で
も
心
得
て
、
た
だ
無

意
昧
に
つ
け
て
み
る
の
か
も
知
れ
鎗
。
け
れ
ざ
も
あ
の
撃

つ
だ
も
の
が
、
茨
．
の
痕
跡
だ
こ
思
っ
て
み
る
ご
、
中
中
面

白
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
噺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銭

　
　
　
曇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
染

　
既
に
述
べ
た
や
う
に
、
こ
れ
は
宋
の
國
か
ら
傳
尊
し
た

建
．
染
の
窓
で
あ
っ
た
が
、
間
も
な
く
木
鼻
ご
同
じ
様
に
和

機
建
築
の
窓
に
つ
か
は
れ
、
而
も
寺
院
の
み
で
は
な
く
、

後
に
は
謬
説
・
邸
宅
・
茶
室
建
築
等
に
も
、
い
ろ
い
ろ
少
し

つ
つ
型
を
か
へ
て
癒
用
さ
れ
、
ま
た
塀
だ
の
歩
廊
だ
の
に

も
用
ひ
ら
れ
、
幾
多
の
墾
形
を
生
じ
た
の
で
あ
る
Q
た
か

ら
時
に
は
名
の
っ
け
や
う
の
な
い
形
の
も
あ
る
Q
そ
の
様

な
墾
種
は
憐
れ
に
き
い
て
も
名
が
知
れ
な
い
。

　
　
　
柴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
英
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

鎌
倉
時
代

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
一
一
山
立
　
（
　
五
九
二
）

　
支
那
で
木
材
を
以
て
こ
の
種
の
窓
を
つ
く
り
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
用
ひ
て
み
た
そ
の
ま
ま
日
本
へ
竿
入
さ
れ
た
の

で
あ
ら
う
。
其
先
づ
最
古
の
形
は
、
鎌
倉
圓
馳
駅
の
舎
利

殿
に
於
い
て
み
る
こ
ご
が
で
き
る
（
第
二
七
三
・
二
七
四
・
二
七
甲
工
．
二
七
鵡
ハ
及
第
二
・
七
・
七
戸
閲
）

こ
の
建
物
は
正
面
に
花
頭
型
が
四
所
あ
る
。
正
面
中
央
の

間
は
桟
唐
戸
を
吊
込
ん
で
あ
る
が
、
上
は
楯
で
李
た
い
。

其
爾
隣
は
花
頭
型
の
出
入
口
で
、
片
引
桟
唐
戸
を
た
て
て

あ
・
（
第
二
七
三
・
第
二
七
四
醐
）
。
圖
で
み
る
讐
、
其
花
蜜
は
つ
ぎ
手

が
中
央
及
其
者
脇
ご
都
合
三
所
も
あ
る
、
さ
う
し
て
こ
の

部
分
は
杢
目
が
斜
で
、
肩
か
ら
下
の
垂
直
の
部
分
は
薄
れ

が
從
て
垂
直
だ
か
ら
、
で
き
た
て
の
新
し
い
間
は
左
程
目

立
π
な
か
っ
た
ら
う
が
、
今
の
標
に
古
く
な
っ
て
し
ま
う

ご
、
づ
き
目
に
す
き
が
で
き
た
り
し
て
甚
だ
聖
裁
が
よ
く

な
く
な
っ
て
く
る
。
木
で
っ
く
れ
ば
ざ
う
し
て
も
、
全
禮

を
一
枚
の
厚
い
板
か
ら
く
り
抜
い
て
つ
く
る
標
な
非
常
識

な
こ
ご
を
せ
訟
…
以
上
、
例
へ
あ
ご
か
ら
腱
裁
は
ま
つ
く
な

っ
て
も
か
う
す
る
よ
り
仕
方
が
あ
る
ま
い
Q



　
こ
の
出
入
口
の
隣
り
は
、
こ
れ
こ
そ
ほ
ん
ご
う
の
窓
で

あ
る
。
急
心
は
第
二
七
五
・
二
七
六
圖
の
如
く
、
い
ま
書

い
た
凄
入
P
上
の
形
に
比
べ
て
み
る
ご
、
中
央
の
尖
り
方

が
少
な
い
の
ご
、
’
花
頭
の
部
分
が
｝
木
か
ら
成
り
、
杢
目

が
水
李
に
通
っ
て
み
る
こ
ご
ご
、
権
の
料
材
が
少
し
太
い

こ
ご
ご
が
違
っ
て
み
る
。
其
世
間
飾
は
縦
横
の
格
子
で
、

縫
横
ご
も
子
が
吹
寄
に
な
っ
て
み
る
Q
さ
う
し
て
縦
子
は

断
面
殆
ん
ざ
方
形
で
、
義
子
が
四
所
で
こ
れ
を
つ
ち
唱
い

て
る
る
の
で
あ
る
Q

軋
こ
れ
ご
殆
ん
ご
同
じ
で
た
だ
幅
の
少
し
く
傷
い
窓
が
同

じ
建
物
の
側
面
に
あ
る
（
第
二
七
ヒ
圃
一
　
i
）
。
こ
の
花
頭
は
正
面
出
入

口
上
の
ε
殆
ん
ご
同
じ
で
あ
る
が
、
格
子
の
縦
子
が
等
間

隔
に
義
血
さ
れ
て
る
る
ざ
こ
ろ
が
正
面
の
窓
の
こ
異
っ
て

み
る
丈
け
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
、

　
山
梨
縣
東
山
梨
郡
後
屋
敷
村
大
字
　
屋
敷
に
清
白
寺
こ

い
ふ
寺
が
あ
り
、
其
南
殿
は
正
慶
二
年
に
建
立
さ
れ
た
も

の
だ
さ
う
で
、
＝
唐
様
疎
橦
総
皮
掘
方
五
二
の
小
さ
な
建
物

　
　
　
鍋
十
四
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
三
十
二
）

ゆ

で
あ
る
。
正
慶
二
年
こ
い
へ
ば
北
條
高
時
宜
に
伏
し
た
年

で
、
建
武
の
前
年
で
あ
る
こ
ご
は
誰
で
も
知
っ
て
み
る
で

あ
ら
う
が
、
こ
の
建
物
が
い
ろ
い
ろ
の
黙
で
珍
ら
し
い
も

の
で
あ
る
こ
ご
は
、
　
一
般
の
人
命
知
ら
奪
い
で
あ
ら
う
。

こ
の
建
物
に
花
魁
窓
が
澤
山
つ
い
て
み
る
。
さ
う
し
て
軌

間
飾
は
な
く
、
廣
嶋
市
郊
外
不
動
院
の
標
に
あ
け
放
し

で
、
其
後
ろ
に
灘
…
を
つ
く
り
、
爾
引
板
月
又
は
ケ
ン
ド
ン

蓋
の
機
な
板
戸
を
簸
め
て
締
り
が
し
て
あ
る
。
こ
の
窓
の

花
頭
の
工
合
や
縦
権
は
、
前
例
に
引
い
た
重
畳
寺
舎
利
殿

の
に
殆
ん
ざ
全
く
同
じ
ご
い
っ
て
い
い
位
で
あ
る
。
併
し

な
が
ら
材
料
の
都
合
が
あ
っ
だ
せ
い
か
、
小
さ
い
も
の
だ

が
語
頭
の
こ
こ
ろ
は
中
央
の
尖
つ
だ
こ
こ
ろ
ご
爾
肩
ご
で
．

つ
い
で
あ
る
こ
ε
第
二
七
七
圖
の
様
で
あ
る
。
だ
か
ら
全

膿
が
四
つ
の
木
片
か
ら
で
き
て
み
る
。

　
京
都
市
東
嶺
寺
学
堂
は
貞
和
二
年
に
で
き
た
の
だ
さ
う

だ
か
ら
、
正
に
南
北
朝
の
も
の
で
あ
る
。
窓
も
随
分
手
が

入
っ
て
み
る
が
、
古
い
所
が
残
っ
て
み
る
の
を
み
る
ご
、

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
一
一
七
　
（
　
五
九
三
）



　
　
　
第
十
四
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
目
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
三
十
二
）

確
か
に
當
初
か
ら
今
の
機
な
形
で
あ
っ
た
こ
い
ひ
得
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
も
亦
縦
枢
が
垂
直
に
近
い
好
例
で
あ

る
◎

　
然
る
に
同
じ
時
代
で
も
、
縦
枢
が
後
世
の
如
く
外
方
に

反
っ
た
例
も
あ
る
Q
和
歌
山
縣
有
田
郡
箕
嶋
町
の
浮
妙
寺

本
堂
は
、
鎌
倉
時
代
の
建
築
で
あ
る
が
、
曾
爾
側
面
の
花

町
窓
は
當
初
の
も
の
で
は
な
い
か
ビ
思
は
れ
る
。
第
二
七

入
圖
は
其
爲
眞
で
あ
る
が
、
其
枢
は
別
に
つ
け
た
の
で
は

な
く
て
、
板
壁
か
ら
く
り
だ
し
て
あ
り
、
其
板
も
上
幅
狡

く
下
幅
の
廣
い
、
後
世
の
入
で
は
用
ひ
な
さ
う
な
板
を
使

っ
て
み
る
。
権
全
部
を
板
か
ら
く
り
だ
す
ー
ビ
い
ふ
か

或
は
寧
ろ
権
を
の
こ
し
て
板
を
く
り
下
げ
る
一
i
様
な
手

間
の
か
か
っ
た
仕
事
は
、
ご
て
も
昔
し
で
な
け
れ
ば
し
な

い
だ
ら
う
、
ビ
い
ふ
の
ざ
、
も
う
一
つ
は
、
上
下
幅
の
異

っ
た
板
を
用
ひ
、
其
隣
う
の
板
も
亦
、
今
度
は
反
甥
に
上

’
が
廣
く
下
が
狭
い
や
う
な
、
そ
ん
な
墾
な
板
も
ま
た
昔
で

な
く
て
は
用
ひ
ま
い
。
も
う
N
つ
は
材
料
も
可
な
り
古
い

　
　
　
　
　
　
箪
四
號
　
一
一
入
（
五
九
四
）

や
う
で
あ
る
。
ε
い
ふ
三
つ
の
黙
か
ら
こ
の
窓
を
當
初
の

も
の
ご
考
へ
た
の
で
あ
る
。
さ
う
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
形

は
容
赦
な
く
室
町
位
へ
落
し
て
了
ふ
の
で
あ
る
。

　
是
に
由
う
て
之
を
槻
る
に
、
當
代
の
は
以
上
の
乏
し
い

例
か
ら
次
の
や
う
に
き
め
ら
れ
や
う
ご
思
ふ
。

　
鎌
倉
時
代
の
花
頭
窓
一
叉
は
出
入
ロ
ー
は
、
多
く

は
縦
枢
が
垂
直
に
近
い
が
（
圓
蝿
寺
舎
利
殿
墓
醐
寺
二
又
）
、
ま
た
時
に
は

　
枢
全
部
を
壁
板
よ
り
く
り
だ
し
、
さ
う
し
て
其
縦
枢
は

　
外
方
に
反
っ
た
の
も
あ
っ
た
（
紀
騨
浄
妙
専
本
堂
）
。

　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
室
町
時
代

に
な
る
ε
前
代
の
や
う
に
縦
が
殆
ん
ざ
垂
直
ご
い
ふ
や
う

な
の
は
見
出
せ
な
い
。
尤
も
こ
の
「
殆
ん
ざ
」
ε
い
ふ
の
は

程
度
問
題
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
掲
げ
る
例
で
も
さ
う
い

っ
て
言
へ
組
こ
ビ
は
な
い
、
こ
い
へ
ば
い
へ
る
か
も
知
れ

な
い
、
ご
い
ふ
こ
ビ
を
鷹
剛
っ
て
お
く
Q

　
第
二
七
九
圖
は
廣
嶋
縣
豊
田
郡
瀬
戸
田
町
の
小
高
い
丘

の
上
に
た
で
る
向
上
寺
三
重
塔
初
重
脇
の
間
の
で
あ
る
。



船
が
だ
ん
だ
ん
獺
戸
田
に
近
づ
い
て
く
る
ご
、
海
岸
に
近

い
丘
の
上
に
た
っ
て
み
る
の
が
よ
く
見
え
て
、
一
段
の
風

致
を
添
へ
て
る
る
。
こ
の
塔
は
唐
様
の
塔
婆
こ
し
て
有
名

で
あ
る
機
で
あ
る
が
、
勿
論
純
粋
の
唐
様
で
は
な
く
、
和

機
の
ε
こ
ろ
も
相
席
に
入
っ
て
み
る
の
は
、
時
代
が
室
町

（永

l）

ｾ
こ
い
ふ
事
を
考
へ
れ
ば
當
言
い
へ
や
う
。
其

初
重
の
窓
は
圏
で
み
る
如
く
内
に
盲
連
子
を
入
れ
、
輪
郭

は
僅
か
外
方
に
開
き
且
つ
反
っ
て
み
る
。
さ
う
し
て
左
右

は
柱
に
上
下
は
回
れ
夫
れ
飛
貫
及
び
胴
貫
に
よ
り
て
限
ら

れ
て
み
る
こ
こ
ろ
の
四
角
な
中
に
入
っ
て
み
る
の
で
あ
る

か
ら
、
可
な
り
窮
屈
で
頭
を
か
が
め
て
や
つ
ご
入
っ
て
み

る
ε
い
ふ
戚
が
あ
る
。
こ
れ
も
亦
舎
利
殿
の
如
く
枢
は
中

央
芝
爾
肩
ご
で
つ
い
で
あ
る
。
こ
の
窓
は
輩
に
装
飾
で
明

り
ご
り
に
な
っ
て
み
な
い
、
帥
ち
盲
花
鰹
の
一
例
で
あ
る

　
次
の
第
二
八
○
圖
は
同
塔
第
二
重
々
の
間
の
で
、
第
三

重
の
も
こ
れ
ご
同
じ
様
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
内
部
よ
り
板

を
は
り
、
出
入
は
で
き
ぬ
機
に
初
め
か
ら
計
劃
し
た
の
で

　
　
　
第
十
四
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
三
十
二
）

あ
る
。
三
重
塔
や
五
重
塔
は
二
重
目
黒
上
中
の
間
は
、
大

概
扉
を
設
け
て
必
要
の
場
合
出
入
が
で
き
る
や
う
に
し
て

あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
さ
う
見
せ
た
だ
け
で
、
實
は
板

を
は
っ
て
し
ま
て
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
た
だ
飾
り
に
つ
い

て
み
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
於
い
て
縦
権
は
、
下
方
隣

邦
に
引
き
か
か
ヶ
馬
上
方
頭
貫
の
面
へ
は
み
だ
し
て
み
る

か
ら
、
初
重
の
か
ら
み
る
ご
蓬
に
除
裕
を
示
し
て
み
る
。

形
式
は
初
重
の
こ
同
じ
で
、
た
だ
材
料
が
一
般
に
少
し
太

い
だ
け
で
あ
る
。

　
第
二
入
一
撃
は
宇
治
の
鳳
鳳
堂
の
尾
廊
の
で
あ
る
。
鳳

鳳
堂
が
建
つ
た
時
代
に
は
、
未
だ
こ
の
種
の
窓
は
な
か
っ

た
か
ら
、
創
建
ε
同
時
に
こ
の
窓
が
つ
い
て
み
た
ご
は
思

は
れ
な
い
。
然
ら
ば
い
つ
頃
か
ら
か
ビ
い
ふ
に
、
別
段
確

か
な
誰
標
ε
て
は
な
い
が
、
室
町
時
代
に
つ
け
た
の
で
は

な
い
か
ご
思
ふ
の
で
あ
る
。
尾
廊
が
長
く
て
暗
い
た
め
何

こ
か
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
に
な
り
、
全
部
を
格
子
に
し
て
は

大
に
美
槻
を
害
す
る
の
で
、
考
へ
淀
揚
句
こ
の
種
の
窓
を

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
一
一
九
　
（
五
九
五
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
羅
本
古
建
築
薇
究
の
栞
ハ
三
十
二
）

つ
け
た
の
で
あ
ら
う
が
、
狡
間
飾
を
蓮
子
に
せ
す
し
て
、

太
い
縦
格
子
を
用
ひ
た
た
め
、
よ
く
調
和
が
ε
れ
て
見
た

ご
こ
ろ
至
極
工
合
が
よ
く
な
つ
淀
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
は

古
い
建
築
に
花
頭
窓
癒
用
の
最
も
成
功
し
た
一
例
ビ
す
る

に
足
り
る
。

ゴ
第
二
入
二
圖
は
護
図
題
多
寳
塔
初
重
脇
の
問
の
一
例
で

あ
る
。
護
國
院
ご
い
ふ
寺
は
澤
山
あ
る
が
、
こ
れ
は
和
歌

山
縣
海
草
郡
紀
三
井
寺
村
の
で
、
こ
ん
な
本
名
を
名
の
る

よ
り
も
紀
三
井
寺
ご
い
っ
た
方
が
ざ
の
位
早
く
通
じ
る
か

知
れ
な
い
位
で
あ
る
。

　
多
幸
塔
は
本
堂
に
撃
て
右
手
の
高
所
に
西
面
す
。
面
白

い
こ
ご
に
初
重
の
正
側
背
面
で
窓
の
襟
式
が
異
な
っ
て
み

る
。
正
面
の
は
心
頭
で
爾
側
面
は
権
に
几
帳
面
の
機
な
面

を
ご
つ
た
連
子
窓
、
背
面
は
た
だ
切
面
を
ご
つ
た
枢
が
あ

る
丈
け
で
、
窓
は
な
く
一
面
の
板
壁
で
あ
る
。
切
面
を
ご

つ
た
最
も
簡
軍
な
枢
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
れ
が
一
番
古
い

の
で
は
な
い
か
ご
思
は
れ
る
。
塔
は
い
つ
も
四
方
正
面
ご

　
　
　
　
　
　
第
凶
號
　
　
一
二
〇
　
　
（
五
九
六
）

い
っ
て
、
ざ
の
方
向
か
ら
み
て
も
同
じ
で
あ
る
の
が
普
通

だ
の
に
、
こ
れ
は
か
う
い
ふ
工
合
に
窓
の
種
類
を
か
へ
、

正
面
を
花
頭
ご
し
背
面
を
窓
な
し
に
し
て
る
る
。

　
そ
こ
で
今
こ
こ
で
考
へ
て
み
る
の
は
正
面
の
花
頭
隠
だ

け
で
あ
る
。
花
頭
の
輪
郭
内
に
は
九
本
の
断
面
が
殆
ん
ざ

直
角
等
脚
三
角
形
で
あ
る
連
子
が
入
れ
て
み
る
。
輪
郭
の

形
も
中
中
よ
ろ
し
く
、
内
の
連
子
も
よ
く
調
和
が
こ
れ
て

み
て
、
少
し
も
お
か
し
く
見
え
な
い
。

　
次
は
廣
千
百
郊
外
、
安
藝
郡
牛
田
村
不
動
院
金
堂
東
側

の
を
圖
示
す
る
（
第
二
入
三
圖
）
。
こ
の
建
物
は
天
丈
年
間
の
建
築

だ
さ
う
だ
か
ら
、
從
て
こ
の
窓
も
亦
其
時
の
も
の
で
あ
ら

う
。
正
面
一
問
通
吹
き
放
し
、
重
履
四
望
、
海
老
虹
梁
に

特
徴
の
あ
る
機
翼
攣
っ
た
建
物
で
あ
る
○
但
し
翼
翼
は
も

う
少
し
後
ご
思
は
れ
る
が
、
其
句
欄
は
後
に
紹
介
す
る
つ

も
り
で
あ
る
。

　
こ
こ
の
花
鰹
は
狡
問
飾
な
し
の
輪
郭
丈
け
で
、
上
は
中

央
の
茨
が
飛
貫
に
ぶ
つ
か
っ
て
み
る
が
、
下
は
受
け
る
も



の
が
な
く
、
下
枢
ご
縦
権
．
こ
の
出
合
つ
た
こ
こ
ろ
は
「
留
」

に
な
っ
て
み
る
か
ら
何
だ
か
墾
に
見
え
る
、
此
種
の
窓
は

下
意
の
な
い
方
が
よ
ろ
し
い
、
下
は
胴
貫
か
何
か
で
見
切

を
つ
け
た
方
が
、
多
べ
の
例
が
さ
う
な
っ
て
み
る
せ
い
か

形
が
い
い
や
う
で
あ
る
。
ご
に
か
く
こ
れ
は
上
か
ら
ぷ
ら

下
っ
て
み
る
ビ
も
、
ま
た
下
の
方
か
ら
だ
ん
だ
ん
浄
き
上

っ
て
い
っ
て
、
途
に
頭
が
貫
に
ぶ
つ
が
り
、
そ
れ
き
り
あ

が
る
事
が
で
き
な
く
な
っ
て
了
つ
た
ε
も
、
ざ
ち
ら
ご
も

思
へ
る
や
う
で
、
形
ε
し
て
は
左
程
で
も
な
い
が
、
ざ
う

も
窓
ざ
し
て
不
満
足
な
取
扱
様
で
あ
る
。

　
以
上
の
好
例
に
よ
り
當
代
の
は

　
前
代
ご
大
差
な
い
が
、
脚
邸
ち
縦
枢
は
開
い
た
の
の
方

が
で
な
っ
た
。
狡
間
飾
こ
し
て
連
子
（
向
上
毒
三
震
陸
運
王
院
多
蜜
塔
）

　
又
は
格
子
（
鳳
鳳
堂
尾
廊
）
を
入
れ
、
時
に
全
く
敏
く
（
餌
鋤
院
）
。
、

　
絡
子
の
形
は
前
代
の
繊
承
、
連
子
は
盲
の
こ
き
も
あ
る

　
が
、
何
れ
に
し
て
も
常
代
に
始
ま
っ
た
も
の
ら
し
い
。

ビ
し
て
も
よ
さ
さ
う
で
あ
る
。
要
す
る
に
鎌
倉
時
代
ご
似

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
H
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
三
十
二
）

た
も
の
で
あ
る
。

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
桃
山
時
代
．

に
な
る
ご
、
こ
れ
も
亦
他
の
細
部
ご
同
じ
機
に
、
い
ろ
い

ろ
の
形
を
登
明
し
且
つ
磨
用
の
途
も
避
く
な
っ
て
き
た
。

以
下
数
例
を
暴
げ
て
黒
表
を
し
て
お
く
。

　
第
二
八
四
圖
は
醍
醐
寺
三
寳
院
農
殿
書
院
の
で
あ
る
。

こ
れ
な
ざ
は
冠
頭
窓
其
物
を
住
宅
建
築
た
る
書
院
造
の
窓

と
用
ひ
た
も
の
で
、
こ
れ
は
邸
宅
に
つ
か
っ
て
も
少
し
く

不
調
和
な
戚
が
な
い
こ
ご
を
實
地
に
誰
明
し
て
み
る
の
で

あ
る
。
こ
ん
な
場
合
は
大
概
補
導
け
が
黒
漆
塗
で
、
他
は

き
ち
の
ま
ま
で
あ
る
Q
こ
れ
も
狭
軌
飾
が
な
い
が
、
不
動

院
の
ご
同
じ
く
、
内
側
に
障
子
を
た
て
る
の
で
あ
る
。
書

院
窓
の
ε
き
に
は
、
夫
れ
に
相
続
す
る
機
な
骨
の
細
い
柳

障
子
ご
い
っ
た
や
う
な
の
を
た
て
た
の
が
多
い
。

　
第
ご
八
五
圖
は
近
江
の
石
山
寺
本
堂
の
前
に
つ
い
て
み

る
紫
式
部
源
氏
の
問
ビ
辮
…
す
る
小
室
の
窓
で
あ
る
。
上
方

に
細
か
な
盲
連
子
を
承
り
、
下
に
腰
高
障
子
を
は
め
た
花

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
＝
二
　
（
　
五
九
七
）



　
　
　
第
十
四
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
三
十
二
）

頭
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
枢
は
内
側
に
几
帳
面
に
近
い

面
を
ご
り
、
脚
も
幾
分
反
り
過
ぎ
た
や
う
で
、
形
こ
し
て

は
大
し
て
よ
く
な
い
Q
紫
式
部
が
こ
の
邊
で
源
氏
物
語
を

か
い
た
一
i
こ
し
て
も
其
－
時
代
に
は
、
ま
だ
花
頭
窓

は
影
も
形
も
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
・
其
當
時
の
ま
ま

ご
い
ふ
説
明
で
は
、
少
な
か
ら
ず
都
合
が
よ
く
な
い
○
だ

か
ら
そ
こ
は
辻
褄
の
合
ふ
機
に
、
後
世
改
築
を
し
た
ご
か

何
ご
か
せ
ね
ば
、
こ
れ
か
ら
は
通
用
せ
ぬ
で
あ
ら
う
。

　
第
二
八
六
圖
は
日
本
三
景
の
一
な
る
松
嶋
の
端
巖
寺
本

幽
玄
關
の
で
、
其
形
は
前
の
に
よ
く
似
て
み
る
。
時
代
が

同
じ
だ
か
ら
形
ま
で
似
て
み
る
の
は
轟
然
過
る
位
當
然
で

あ
る
Q
但
し
こ
の
場
合
に
は
狭
間
飾
ご
し
て
淵
源
繋
が
入

れ
て
あ
り
、
甚
だ
目
先
は
墾
っ
て
み
る
が
、
こ
の
材
料
が

全
部
新
し
い
一
ご
思
ふ
が
或
は
見
落
し
が
あ
っ
て
、
古

い
部
分
が
獲
っ
て
み
た
か
も
知
れ
澱
、
若
し
少
し
で
も
當

初
の
も
の
が
残
っ
て
み
た
ら
訂
正
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
！

た
め
に
、
初
め
か
ら
か
う
で
あ
っ
た
か
、
或
は
明
治
時
代

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
一
ニ
ニ
　
（
　
五
九
八
）

古
証
寺
保
存
法
に
よ
っ
て
修
理
の
行
は
れ
た
ビ
き
に
、
こ

の
機
に
し
た
の
か
、
何
れ
で
あ
る
か
私
は
知
ら
な
い
。
例

へ
推
定
復
原
こ
し
て
も
、
こ
の
形
式
は
古
く
か
ら
あ
っ
た

の
で
、
ざ
ち
ら
か
ご
い
ふ
ご
極
く
原
始
的
の
交
機
で
あ
る

か
ら
、
桃
山
に
あ
っ
て
も
之
れ
は
決
し
て
珍
ら
し
い
こ
ご

も
何
も
な
い
。
内
部
が
暗
い
方
だ
か
ら
、
圖
で
み
る
如
く

非
常
に
は
つ
き
り
ご
賢
き
上
う
、
大
愚
に
美
し
い
。

　
　
　
菅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
苧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美

　
　
　
　
　
　
　
”
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層

　
誌
代
の
護
照
か
く
ご
き
り
が
い
い
が
、
ま
だ
載
せ
た
い

圖
が
五
枚
ば
か
り
あ
る
か
ら
、
多
過
ぎ
は
せ
澱
か
ご
思
ふ

の
で
、
途
中
で
切
る
こ
ご
に
し
た
こ
ご
を
特
に
噺
っ
て
お

く
。
（
昭
和
四
年
八
月
十
九
貝
稿
了
）


